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114 経済理論　373号　2013年 9 月
　　 趙榮を尙書にし，蒯祥・陸祥を侍郎とし，各々銀二十兩・紵絲二襲を賞す（趙榮を尚書にし，蒯祥・陸祥を
侍郎として，各々に銀二十兩・紵絲二襲を賞与した）。
ではなく，
　　 尙書の趙榮，侍郎の蒯祥・陸祥に各々銀二十兩・紵絲二襲を賞す（尚書の趙榮，侍郎の蒯祥・陸祥にそれぞ
れ銀二十兩・紵絲二襲を賞与した）。
と理解しなければならないことになる。ここに訂正します。
　また，『萬曆野獲編』で「天順［年間］の修理　工を畢えるの時に當りて」とあるのは，「實錄」によると，天
順三年十二月癸亥（十五日）のことであろう。
　　 ［天順三年十二月癸亥（十五日）］太監の黃順に銀三十兩・紵絲二表，都督僉事の趙輔・工部尚書の趙榮・侍
郎の蒯祥と陸祥に各々銀二十兩紵絲二表，裏內官の黎賢等に各々銀十兩・紵絲一表，裏內官の徐福・主事の
彭璨に各々銀五兩・絹二疋を賜う。都指揮所丞等の官及び工作・軍士人等に各々銀鈔絹布を賞すること差有り。
成造する南內の殿宇の工の完（おわ）りしを以ての故なり（『大明英宗法天立道仁明誠敬昭文憲武至德廣孝睿
皇帝實錄』卷之三百十・「天順三年十二月癸亥（十五日）」条）。
